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おおきな木 ～学校図書館の現状から 

 情報教育推進部 学校図書館司書教諭 西 理沙  

 

少年とりんごの木は、仲良しでした。 

少年が来る度に、りんごの木は、実、枝、幹…自分の持っている全ての物を与えました。 

最後は切り株となり、腰かけた少年に休息を与えるだけとなっても、りんごの木はとても幸せでした。 

…これは、シェル・シルヴァスタイン作の「おおきな木」のあらすじです。以前私が勤めていた特別支援学校で、ブッ

クトークに使用したことがあります。本校で図書担当になってからも、時々、その時のブックトークのことを思い出す

ことがあります。それは、愛情をたっぷり受けて育ってきた生徒たちの感想です。「あげるだけじゃ、幸せじゃないよ」、

「もらってばっかりじゃ、ダメだよ」と。それならば、少年はりんごの木に何をあげられるのでしょうか。このことは、学

校図書館教育にもつながるような気がしています。 

 「図書室」とは、本を置いている部屋のことを指し、家でも、公民館でもどこでも構いません。ですが、本校にある

図書室は、学校図書館法の下で運営している「学校図書館」です。学校図書館には果たすべき３つの機能があり、

児童生徒への読書活動を推進すること、図書館資料を活用した授業や児童生徒の主体的な学習活動の支援を

すること、そして、情報の探し方や資料の使い方など情報の収集・選択・活用能力を育成することが挙げられてい

ます。さらには、これらの機能を活用して指導、改善、充実させるスキルを教員が身に付けていくためのサポートを

していく役割もあります。しかしながら、物理的、人的、金銭的な理由などから、この機能を十分に果たせていない

のが現状です。道内では、図書室とパソコン室を併設したり、PTA活動として学校図書館活動に取り組んだりする

学校も見られますが、本校では取り組めていない状態です。さらに感染症の流行や学習活動の精選等により、全

校での読み聞かせ会などの読書活動が難しくなり、ICT の普及による活字離れや図書の電子化も進み、本校の

学校図書館の在り方も見直していく必要があります。 

こうした中、昨年度の中学部３年生の生徒たちから「図書で、手伝えることない？」という声が挙がりました。生

徒たちは、休み時間等に自主的に、図書の整理や蔵書のチェック、貸し出し本の所在確認、貸し出し・返却に関す

る呼びかけ等を行うようになり、生徒による図書ボランティア活動が始まりました。現在は、進学に伴い人数は減り

ましたが、高等部１年生に進級した生徒たちが活動を続けています。 

図書は与えるだけの一方通行ではないはずです。そして、学校図書館の機能も、図書担当が行うだけのサービ

スやサポートではないはずなのです。少年もりんごの木も双方に与え合って、大きな木に育てることはできないで

しょうか。図書ボランティアの生徒たちが教えてくれたように、児童生徒も、教職員も、保護者や地域の方も、全体

で支え合い、充実した学校図書館へと育っていくように心から願っています。ちなみに、「おおきな木」は本校の図

書館にも所蔵していますので、ぜひお手に取って読んでみてください。 
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令和５年１０月７日（土）、小学部の学習発表会が本校体育館にて行われました。 

今年度は、保護者以外の方の観覧も可能となり、関係機関、旧職員など多くの方たちが会場に駆けつけ、

子供たちが発表する姿にあたたかい拍手や手拍子の応援をしてくださいました。 

１・２年生の演目は、がまくんにお手紙が届くまでの間、スポーツチームはシュートを決め、楽器チームは

素敵な演奏を頑張りました。１年生は初めての発表会でしたが、みんな落ち着いて練習どおりに発表でき

ました。 

３・４年生の演目は「ともだちの大切さ」をテーマに、きつね、おおかみ、うさぎなどの役になって、せりふや

楽器演奏などに取り組みました。練習を通して、「ともだちの大切さ」を感じられたのではないでしょうか。 

５年生は宿泊研修で見学した「チームラボ」を自分たちの「花」や「魚」の世界で表現しました。文字を

読んだり、ひもを引っ張ったり、大きな声で発表したりし、それぞれが作った作品がステージに飾られました。 

６年生は「M-1 グランプリ」の中で、それぞれに課せられたミッションをクリアしたり、算数にダンス、マ

ジックショーを披露したりして、一人一人の個性が輝いた

発表となりました。 

学習発表会では、日常の学習の成果が演目の発表の

中で生かされています。子供たちは、いつもとは違う雰囲

気の中でも、その成果をしっかり発揮できました。保護者

の皆様には、当日を迎えるに当たって、準備の段階から

様々なご協力をいただきましたことに感謝申し上げます。

ありがとうございました。 【小学部主事 三和雪恵】 

 

 

 

 

９月７日～８日で宿泊研修に行ってきました。 

１日目はJICA北海道で各国の民族衣装や民族楽器に触れたあ

と、青年海外協力隊の方の話を聞くグループとモンゴル体験グ

ループに分かれて、学びを深めることができました。午後からは

新札幌駅散策とサンピアザで買い物学習をしました。限られた

お小遣いの中で、自分のものとお家の方へのお土産を選びまし

た。宿泊は新札幌アークシティホテルです。夜景が見えるホテル

のレストランでディナーと朝食バイキングを堪能しました。 

２日目は北海道博物館へ行きました。一般のお客さんもたく

さんいましたが、それぞれマナーを守りながら、お気に入りの展

示コーナーを見つけることができました。事前学習で勉強して

いたものを見つけて「これこれ」とうれしくなる様子も見られま

した。天候にも恵まれ、充実した２日間を過ごすことができまし

た。 【中学部 2学年主任 川井 姿奈子】

                                 

小学部 学習発表会を終えて 

中学部 2 年生宿泊研修を終えて 



 

 

９月２０日（水）から２２日（金）の２泊３日で、北広島市及び登別市

へ見学旅行に行ってきました。北海道ボールパークＦビレッジでは、ファ

イターズガールの案内でスタジアムツアーを楽しみました。３学年生徒

と教員全員が乗れる大きなエレベーターに驚き、ファイターズグラウンド

では記念写真を撮る等、新しくてきれいな施設での感動体験でした。   

マリンパークニクスでは、アシカショーに夢中になり、また、大きな水

槽のたくさんの魚たちに目を奪われるなど、日頃目にしない海の生き

物を興味深く観察できました。 

宿泊先である登別温泉第一滝本館では、湯の花作り体験にも挑戦

しました。湯の花を揉み、形をつくり、自分だけの湯の花ができました。

ホテルでのおいしい食事、友達や先生方との愉快な会話も大切な思い

出の一つです。 

生徒たちの心から楽しんでいる表情や、真剣に取り組んでいる様子

を見ていると、一歩ずつ大人に近づいていることを実感しました。保護

者の皆様には、ご準備などのご協力いただき、本当にありがとうござい

ました。 【中学部 3 学年主任 上杉智美】 

 

 

 

高２旅行団は９月１３日・１４日の１泊２日で北広島方面へ、念願の宿泊研修に行ってきました。

学校を出発し、まずは「JICA 地球ひろば」へ。アフリカ展の見学、地球案内人によるプレゼン、開

発途上国と私たちとのつながりを体感できる体験型の展示などを通して、開発途上国の暮らしにつ

いて学んできました。事前に学習した「ＳＤＧｓ」についてもパネル操作で日本の達成状況を調べ、

まだまだ様々な課題があることを知りました。世界の民族楽器を鳴らしたり、民族衣装を試着する

ことで、みんなのキラキラした笑顔があふれ出し大変楽しい見学となりました。 

 お腹をすかせて「アサヒビール園」へＧＯ！昔ながらの山型の鉄板でジュージューと音を立てな

がら焼いたジンギスカンは格別のおいしさでした。みんな、驚く程たくさん食べました。北広島ク

ラッセホテルでの１番の思い出は、一般のお客さんと一

緒に大浴場の温泉に入ったことです。また、宿泊のテー

マ「役割を果たそう」のもと、明日の予定発表係・天気

調べ係・健康調査係と一人ひとりが任務を遂行する姿が

素敵でした。もちろん、夜のコース料理にも大満足！！ 

 翌日は、最も旬なスポット「エスコンフィールド」へ。

事前学習で練習してきた WAON カードでのお買い物に

ワクワクしながら、お土産を自分でキャッシュレス購入

することができました。旅の終わりは「虹のかかるとこ

ろ」という素敵なカフェでのおしゃれランチでした。 

 地球ひろばで「アフリカには水道が無い地域で暮らし

ている人がいる」と知りました。そこで先日、みんなで

「ＳＤＧｓ６ 安全な水とトイレを世界中に」にという

ことについて考え、ポスターを作成しました。学びの多

い充実した宿泊研修となりました。来年の見学旅行も楽

しみですね。【高等部２学年主任 二階堂 千登世】 

中学部３年生見学旅行を終えて 

高等部２年生宿泊研修を終えて 



１１月行事予定  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

※予定の変更は都度連絡いたします。 

 

 

 

 今年度も次のと

おり、高等部祭を開

催いたします。 

今年も高等部の

ご家族の方々に公

開を予定しています。 

各学年で企画する全てのコーナーを参観、

体験することができますので、ぜひ足を運ん

でいただければと思います。 

詳細につきましては、１１月下旬に本校 

ホームページにプログラムを掲載いたしま

すのでご覧ください。 

※高等部保護者の皆様は、後日配付される

案内プリントで詳細をご確認ください。 

 

【日時】  

1日目 11月29日(水) 開会式 

2日目 11月30日(木) 生徒活動日 

  3日目 12月 1日(金) 保護者公開日 

【場所】  

自立活動室（1年生） 

体育館（2・3年生 福祉事業所の販売） 

【出入口】 

職員玄関 

 

 

 

新しく2名が真駒内養護学校の職員として

勤務しております。 

 

 

 

 

 

第２９回高等部祭について 

職員動静 

昨年度の高等部祭テーマ 

1

水
2

木
3

金
文化の日

4

土
5

日
6

月
摂食相談 高）学部集会 舎）お楽しみ活動日

7

火
8

水
小）学部集会

9

木
小）わくわく活動

10

金
ＰＴＡ事務局会議

11

土
12

日
13

月
舎）健康教室

14

火
15

水
訪)集団学習

16

木
小6）校外学習

17

金
自立活動相談

18

土
19

日
20

月
開校記念日

21

火
22

水
23

木
勤労感謝の日

24

金
自立活動相談

25

土
26

日
27

月
28

火
29

水
　　　　　　　　　高等部祭1日目（開会式）

30

木
小）わくわく活動　高等部祭2日目

三浦 香奈子 

小学部６年所属 

どうぞよろしく

お願いします。 

 

池田 幸子 

小学部４年所属 

どうぞよろしく

お願いします。 

 


